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PRESS RELEASE    

                                令和6年（2024年）6月13日 

革新的ナノ均一構造正極による超高速充放電 
亜鉛二次電池の開発 

2024年度 NEDO先導研究プログラム/新技術先導研究プログラム/エネルギー・環境
新技術先導研究プログラムに理学部化学分野の研究テーマが採択されました。 
 
【本件のポイント】  
● 令和６年(2024年)１月10日にプレスリリースした研究内容に基づく
提案が、NEDO先導研究プログラムに採択されました。 

● 研究開発課題名「蓄電池の資源リスクフリー化」、テーマ名「革新 
    的ナノ均一構造正極による超高速充放電亜鉛二次電池の開発」で、 
    山形大学・（株）大阪ソーダ・エムテックスマート（株）の３機関 

がNEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機 
構）の委託を受けて研究開発を実施します。 

 

【採択された研究テーマの概要と背景】 

理学部の石﨑学准教授・栗原正人教授の研究グループは、金属亜鉛を負極とする（超）高速充放電が可能な二次
電池を実現する「革新的ナノ均一正極構造」を特許出願し、その基本性能が英国王立化学会（Royal Society of 
Chemistry）が発行する Journal of Materials Chemistry A (Impact Factor : 11.9) に掲載されたことから、令和6
年（2024年）1月10日にプレスリリースしました。風力・太陽電池等の間欠的に生じる自然エネルギーを短時
間で効率よく充電し利用できる（超）高速充放電二次電池による「金属亜鉛エネルギーサイクル」の構築を目指
しています。本論文誌に採用された表紙絵のように、電気自動車やドローン等への軽量・ハイパワー二次電池の
他に、大型電源、非常用電源としての開発が期待されます。 
この度、2024年度NEDO先導研究プログラム/新技術先導プログラム/エネルギー・環境技術先導研究プログ

ラムの中の研究開発課題名「蓄電池の資源リスクフリー化」、テーマ名「革新的ナノ均一構造正極による超高
速充放電亜鉛二次電池の開発」が採択されました。山形大学（理学部）、（株）大阪ソーダ、エムテックスマ
ート（株）の3機関で実施します。亜鉛金属は、供給面で地政学的リスク（資源リスク）が低く・大気中での発
火の危険性と地政学的リスクが高い金属リチウム(Li)と異なり、安全に扱え、高い起電力が得られ・安価で毒性
がないため、地震災害が多発する我が国においても、これを蓄積・保管することで、どこでも電気に再生でき
ます。また、「革新的ナノ均一正極構造」においても、資源リスクが低い活物質を採用します。放電速度性能
に着目し、これを劇的に改善することで、従来型正極構造で課題となっていた容量低下を抑制し、現行のLiイオ
ン二次電池を超える電池容量の実現を目指します。2040 年以降を見据えた資源リスクの小さいポストLiイオン
二次電池を開発します。「革新的ナノ均一正極構造」と従来型正極構造の違いについては、令和6年（2024年）
1月10日のプレスリリースを参照ください。 

【NEDOの公募概要】 

NEDOの本プロジェクトの公募概要は次の通りです。 
我が国が持続的かつ強靭な社会・経済構造の構築に対応するためには、従来の発想によらない革新的な技術の

開発が必要となっています。「未来も技術で勝ち続ける国」を目指して、今のうちから 2040 年以降を見据えた
「技術の原石」を発掘し、将来の国際競争力を有する有望な産業技術の芽を育成していくことが重要となります。 

 

論文誌の表紙絵 
（ナノ均一構造の模式図が中央） 
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近年の厳しい競争環境の中、我が国の民間企業の研究開発期間は成果を重視し短期化しており、事業化まで 10 年
以上を要する研究開発への着手が困難な状況にあります。加えて、我が国の研究開発を巡る環境の不確実性の変
容や増大により、民間の研究開発投資が減退する恐れがあり、こうした状況を放置した場合、将来の産業競争力
強化や新産業創出を目指す国家プロジェクトに繋がる新技術が枯渇していく恐れがあります。 このような背景に
おいて、本事業は「ＮＥＤＯ先導研究プログラム」基本計画に基づき、実施いたします。 
本事業は、脱炭素社会の実現や新産業の創出に向けて、課題の解決に資する技術シーズを発掘し、必要な場合

には海外の研究機関等とも連携しつつ先導研究を実施することで、産業技術に発展させていくための要素技術を
発掘・育成することを目的とします。これにより、国家プロジェクトを含む産学連携体制による共同研究等につ
なげていくことを目指します。研究開発テーマは、革新性及び独創性が高いものであって、研究開発フェーズと
しては取組の初期の段階であり、社会実装までの確実な見通しをつけることが現時点では困難であるが、研究開
発に成功した場合、産業へインパクトを与えると期待できるものであること、すなわち、ハイリスクではあって
も、ハイリターンが期待できることを重視します。 
課題名である「I-H1蓄電池の資源リスクフリー化」は2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略

〔5〕自動車・蓄電池産業に基づくものです。 
本研究テーマ「革新的ナノ均一構造正極による超高速充放電亜鉛二次電池の開発（図１）」は、その概要と背

景で示したように上記に合致するものです。 

  実施機関 
   山形大学（理学部） 
  （株）大阪ソーダ 
   エムテックスマート（株） 
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図1 (a)地政学的リスクの小さい材料を使った高速充放電/高容量亜鉛二次電池(ZnIB)を開発し、
(b)自然災害に強く安全なポストLiイオン二次電池(LIB)の実現を目指します。 
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【お問い合わせ先】 
〈研究に関すること〉    
学術研究院 准教授 石﨑 学（化学分野、理学部主担当） 
TEL  023-628-4478  メール manabu-ishizaki＠sci.kj.yamagata-u.ac.jp 
 
学術研究院 教授 栗原 正人（化学分野、理学部主担当） 
TEL 023-628-4606  メール kurihara@sci.kj.yamagata-u.ac.jp 
 
〈報道に関すること〉 
山形大学総務部総務課秘書広報室 
TEL 023-628-4008  メール yu-koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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